
令和８年度
京都市立中京もえぎ幼稚園の教育について

たくましく心豊かな子どもの育成
～主体的に環境に関わり、夢中になって遊び込む子どもの育成をめざして～

教育目標

基本的な生活習慣を身につけ、自分のことは自分でする子ども
いろいろなことに興味や関心をもち、夢中になって遊び込む子ども
自分で考え行動し、自分に自信をもつ子ども
自分の思いを十分に出し、相手の気持ちに気づける思いやりのある子ども
しなやかで粘り強く、最後までやり遂げようとする子ども

目指す子ども像

子ども一人一人の命を守り切る意識を高く
もち行動する教職員

子どもに向き合い、一人一人のよさや可能
性を伸長させる教職員

子どもや保護者の願いに正面から向き合う
教職員

明るく元気で共に支え合い、自らのウェル
ビーイングに意識をもち、教職のやりがいを
感じて自己研鑽に励む創造性豊かな教職員

目指す教職員像

★ 一人一人の子どもを徹底的に大切に
する教育を推進する幼稚園

★ 保護者や地域・近隣の小学校や就学前
施設との連携の下、教育の核となり信頼
される、地域の子育て支援センターとし
ての役割を推進する幼稚園

目指す幼稚園像

・ 子どもの命を守り切る、誰一人取り残さない丁寧な幼稚園運営に徹する。
・ 教育目標の実現に向けて総合的に保育を展開し、一人一人の子どもに寄り添った教育を進め、具体的な子どもの

姿を読み取りながら日々保育を見直し確かな育ちにつながるように努める。
・ 子どもが主体的に夢中になって遊ぶための保育を展開する。特に自らやってみたいと意欲をもち行動する個と集

団を育むための教師の援助や環境構成の在り方を追求し、それを可視化することで発信に努める。
・ 幼稚園教育要領の理解と実践に努め、保育の充実と専門職としての資質向上に向けた取組を行うとともに、それ

ぞれの教員が自らのキャリアステージを意識して具体的めあてをもち、創造性豊かな保育を行う。
・ 幼保小中の円滑な育ちの接続を図るために、情報や課題を共有しながら取組の充実を図る。特に幼保小の架け橋

プログラムの重要性を発信し、実効性のあるものにすることに尽力する地域のハブとなる幼稚園を目指す。
・ ICT等を積極的かつ効果的に活用して豊かな保育を行う。
・ 預かり保育の指導計画の検証と内容の充実を図る。また、満3歳児の預かり保育実施について、環境や援助につ

いて園内の共通理解を図る。
・ 小規模保育事業所等様々な関係機関と連携し、３歳児未満の子どもの育ちを学び、満3歳児の預かり保育を充実

させることに努め、地域の子育て支援センターとしての役割を意識し取組を推進する。
・ 学校運営協議会を核として、保護者・地域との連携を図り、関係者評価を活かし、豊かな幼稚園教育を展開する。
・ 地域・こどもみらい館・幼稚園三者の「竹間Base」の取組に積極的に参加し、子どもたちの地域への思いを育

てていく。
・ 自園の取組や教育内容を幼稚園説明会やHP、Instagram、幼稚園便り等で積極的に発信する。
・ 「報・連・相」を徹底し、同僚性を発揮し組織的に工夫しながら日々取り組み、働き方改革を推進しながら、教

職員が協力し、一人一人が働き甲斐を感じイキイキと輝ける持続可能な職場を目指す。

経営方針

‟やってみたい”が 生まれる・つながる・広がる・深まる
～個と集団が育つための教師の援助と環境構成を探る～

園内研修テーマ
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